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水田転作田における飼料作物の調製・給与技術確立試験（第２報）

南場勢祥＊・塩崎達也・吉岡 勉・妻由道明
＊ 現(財)鳥取県畜産振興協会

要 約

水田転作田における飼料作物として、湿田等飼料作物の栽培が困難な圃場でも栽培が可能な飼料用イネの調整およ

び給与技術を確立するため、飼料用イネ中国 147号を栽培し、収穫適期を検討するとともに、イタリアンライグラス

サイレージと比較することにより採食性および産乳性への影響について検討した。

１ 乳熟期、黄熟期及び完熟期の各熟期では、黄熟期の乾物収量およびTDN収量が多かった。

２ 乾物摂取量は、飼料用イネサイレージ給与時に有意に低下した。

３ 乳量及び乳成分（乳脂肪率、乳蛋白質率及び無脂固形分率）に差は認められなかった。

緒 言

近年、転作割当面積の増加、農業者の高齢化に伴う規

模縮小や離農のため、中山間地域において水田の遊休地

や耕作放棄田が増加している。転作作物として多くの飼

料作物が栽培されているが、湿田などでは湿害などによ

り、予定どおりの収量が上げられない場合もある。また、

都府県の酪農経営における飼料自給率は漸減し、輸入乾

草の量が漸増している。そこで、従来の飼料作物栽培に

は不向きな湿田でも十分生産可能な飼料用イネの普及が

求められている。

第１報１）では、飼料用イネはまさりを用い省力的な栽

培方法である乾田直播により栽培を実施した。今回は、

飼料用イネ中国 147号を用いて、飼料用イネの収穫適期

を検討するとともに、飼料用イネの給与について、飼料

用イネのサイレージとイタリアンライグラスサイレージ

とを比較し、採食性および泌乳牛の生産性へ及ぼす影響

についても検討した。

試験期間及び試験場所

１ 試験期間

平成 12年５月～平成 13年３月

２ 試験場所

１）飼料用イネの栽培

鳥取県東伯郡赤碕町八幡

２）飼料用イネの給与試験

鳥取県畜産試験場

材料及び方法

１ 供試材料

１）飼料用イネ

① 品種

中国 147号

② 耕種概要

・移植日

平成 12年５月 23日

・栽培方法

移植栽培

・施肥量

表１に示した。

表１ 施肥量 （kg/10a）

基 肥 追 肥
消石灰 Ｎ P2O5 K2O Ｎ K2O

135 9.7 13.0 11.4 3.2 4.1
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③ 収穫期

平成 12年９月 14日～ 10月 14日

収穫時の熟期は乳熟期、黄熟期および完熟期

で、給与試験には、９月 28 日に黄熟期で収穫

したものを用いた。

④ 収穫方法

モアーで刈り取り、予乾を行わずロールベー

ラーで梱包し、ベールラッパーで密封後サイレ

ージ化した。

なお、今回はロールの重量が約 25 ㎏程度の

小型のロールベーラーを使用した。

⑤ その他

栽培管理は、外部に委託し、収穫については

当場で実施した。

２）供試牛

泌乳牛を８頭供試して飼料用イネの採食性および

産乳への影響について検討した。

飼料給与および飼養管理は、当場慣行法により実

施した。飼料用イネサイレージは、イタリアンライグ

ラスサイレージの代替として給与した。

試験期間中は、当場で慣行的に給与している TMR

を若干の残滓がでる程度給与し、イタリアンライグラ

スサイレージまたは飼料用イネサイレージを６㎏（残

滓が出るように）給与した。なお、乳量が 30 ㎏／日

以上または分娩後 120日以内の供試牛にはトップドレ

スで市販配合飼料を２㎏／日を給与した。

試験期間は、イタリアンライグラスサイレージを７

日間給与した後、飼料用イネサイレージを７日間給与

し、再度イタリアンライグラスサイレージを７日間給

与した。いずれも７日間の馴致期間を設けた。

飼料用イネサイレージ給与期間を試験区とし、イタ

リアンライグラスサイレージ給与期間を対照区とし

た。

供試牛の概要を表２に、給与飼料の成分を表３に示

した。

表２ 供試牛の概要（試験開始時）

産 次 分娩後日数 体 重

2.4± 1.3 209± 147 641.3± 61.0

平均±標準偏差

表３ 飼料成分（％）

イタリアンライグス 飼料用イネ
項 目 ＴＭＲ

サイレージ サイレージ

ＤＭ* 68.3 58.7 40.8

粗蛋白質 14.9 7.0 5.2

粗脂肪 2.2 1.9 2.6

可溶無窒素物 48.5 47.3

粗繊維 16.1 33.8 30.0

粗灰分 8.8 17.9

ＴＤＮ 74.2 56.7** 52.3***

ＤＣＰ 11.5 3.9** 2.6***

ＡＤＦ － 41.3 33.6

ＮＤＦ － 62.5 52.1

* 原物中

** 消化率は開花期を用いた

*** 消化率は黄熟期を用いた

２ 調査項目

１）飼料用イネの収量

飼料用イネの乳熟期（出穂後 15日）、黄熟期（出

穂後 28日）および完熟期（出穂後 48日）における

生草収量および乾物収量を測定した。なお、生草収

量は坪刈による。

２）飼料成分

飼料用イネの乳熟期、黄熟期および完熟期の乾物

率、TDN（推定）、DCP（推定）、粗蛋白質、粗脂肪、

可溶無窒素物、粗灰分、NDF、ADF の評価を行っ

た。分析は定法により行い、TDN および DCP の推

定には日本飼養標準飼料成分表２）の消化率を用い

た。

３）採食性

試験区および対照区に給与した飼料の総乾物摂取

量（１日当たり）を測定した。

４）牛乳生産への影響

試験区および対照区の産乳量および乳成分（乳脂

肪率、乳蛋白質率および無脂固形分率）を測定した。
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結 果

１ 本年度の気象概要

試験期間中の平均気温は、各月とも平年より高い傾

向にあり、特に７月および９月中下旬は平年よりかな

り高かった。

降水量については、９月までは各月とも平年に比べ

て少ない傾向であり、特に６月中旬、７月上旬および

８月中下旬は平年よりかなり少なかった。

２ 生育の概要

紋枯病が若干みられたが、病虫害および雑草の混入

は収穫および収量に問題のない範囲であった。

出穂期は８月 31日（移植後 99日)、稈長は 92.0cm、

穂長は 21.7cm、茎数は 260.7本／㎡だった。

３ 収量調査成績

乳熟期、黄熟期および完熟期の生草収量、乾物収量

および TDN収量を表４に示した。

生草収量は乳熟期が最も多く、黄熟期、完熟期と熟

期の進行とともに減少した。

乾物収量は黄熟期が最も多いが、あまり差はみられ

なかった。

TDN収量は黄熟期が最も多く、次に小差で完熟期、

乳熟期の順であった。ただし、黄熟期の TDN を推定

するのに、完熟期の消化率を用いているので、差が少

なかったものと考えられた。

なお、黄熟期での収穫時にロールベールを全個計

量した結果では、生草収量は 2,365 ㎏/10a であった。

表４ 生草収量、乾物収量、TDN収量 (㎏/10a)

熟 期 生草収量 乾物収量 TDN収量

乳 熟 期 4,443 1,461.7 681.2

黄 熟 期 4,084 1,482.5 787.2*

完 熟 期 3,207 1,462.4 780.9

* 消化率は完熟期を用いた

４ 飼料成分

乳熟期、黄熟期および完熟期の飼料成分分析値を表

４に示した。

熟期の進行にともない、乾物率、粗蛋白、粗脂肪お

よび可溶無窒素物が高くなる傾向がみられ、粗繊維、

ADFおよび NDFは低くなる傾向がみられた。

表５ 乾物中の飼料成分分析値 （％）

項 目 乳熟期 黄熟期 完熟期

ＤＭ＊ 32.9 36.3 45.6

粗蛋白 5.1 5.1 5.2

粗脂肪 1.4 1.8 2.1

粗繊維 27.8 24.4 22.1

ＡＤＦ 35.9 30.0 29.9

ＮＤＦ 57.6 54.1 46.1

粗灰分 16.3 14.5 14.9

可溶無窒素物 49.3 54.1 55.8

ＴＤＮ 46.6 53.1** 53.4

ＤＣＰ 2.2 1.6 ** 1.7

* 原物中

** 消化率は完熟期を用いた

５ 採食性、乳量および乳質

試験区および対照区の乾物摂取量、乳量、乳脂率、

乳蛋白質率および無脂固形分率を表６に示した。

乾物摂取量は、飼料イネを給与時に有意に低下した。

嗜好性を検討するために採食行動を観察したとこ

ろ、イタリアンライグラスサイレージと比較し、飼料

用イネサイレージへの食い付きはやや悪かった。

乳量、乳脂率、乳蛋白質率および無脂固形分率につ

いて有意差は認めなかった。

表６ 乾物摂取量、乳量および乳質

項 目 試験区 対照区 有意性*

乾物摂取量 ㎏/日 22.1± 2.2 23.0± 1.8 ※※

乳量 ％ 30.4± 7.3 29.5± 6.9 NS

乳脂率 ％ 4.26± 0.76 4.29± 0.87 NS

乳蛋白質率 ％ 3.38± 0.39 3.38± 0.41 NS

無脂固形分率 ％ 8.90± 0.43 8.90± 0.40 NS

平均±標準偏差

* ※※ ：Ｐ＜ 0.01 NS：有意差なし
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考 察

近年、飼料用イネ専用のダイレクトカット方式の自走

式カッティングロールベーラーが開発され、収穫・調製

作業の効率化が図られている。飼料用イネをサイレージ

に調製する場合、水分は 65％以下（乾物率 35％以上）

で比較的良好な発酵を示す３）ことが知られているが、乾

物率が 35％以上となったのは、黄熟期頃以降であった。

飼料用イネの収量性から収穫適期を検討した場合、乾

物収量および TDN 収量から既往の研究で述べられてい

る黄熟期が収穫適期であると考えられた。

黄熟期に刈り取り、予乾を行わずサイレージ調製した

結果、腐敗、発熱およびカビの発生などは見られず、色、

香りおよび触感などの官能的な検査でも特に異常は無か

った。ダイレクトカットによる収穫・調整は、適期に作

業を行えば問題無いと考えられた。

飼料用イネサイレージは、嗜好性が良く、通常の飼料

を給与した場合と比較して乳量、乳質に遜色は無いとの

報告があるが、今回の結果では、乾物摂取量および採食

行動から、嗜好性についてはイタリアンライグラスサイ

レージが優れていると考えられた。乳量および乳成分（乳

脂率、乳蛋白質率および無脂固形分率）については差は

みられなかったが、飼料用イネサイレージの給与量が給

与飼料の 10 ％（乾物比）程度であっため、産乳性に与

える影響が少なかったものと考えられた。

乾物摂取量および嗜好性がやや劣った原因として、小

型のロールベーラーを使用したことにより梱包密度が低

下し発酵品質がやや劣質であった、飼料用イネサイレー

ジ給与に対する１週間の馴致期間では不十分であった、

などが考えられた。

今回、黄熟期に収穫・調整を行ったホールクロップサ

イレージの TDN および DCP などの栄養価は、当場産

のイアタリアンライグラスサイレージよりやや劣る結果

であったが、乾物収量は、平成 12 年度飼料作物奨励品

種選定試験でのトウモロコシ（奨励品種セシリア）と比

較して約９割と良好な結果であった。トウモロコシやソ

ルガムなど従来の夏作飼料と比較し耐湿性に優ることか

ら、収穫・調製および飼料給与方法を改善することによ

り飼料用イネは有力な夏作飼料となりうると考えられ

た。
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